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1. はじめに 

高効率な Perovskite太陽電池であるが、耐久

性やさらなる高効率化、鉛フリー化などの課題

が残っている(1)。そこで溶液プロセスで作製さ

れる Perovskite層は、前駆体となる材料が溶媒

に溶け且つ、下地となる基板を溶解しないとい

う溶媒選択が求められる。 

様々な前駆体を用いた鋭意研究がなされ、

様々な元素の Perovskite化合物が報告されてき

た。様々な Perovskite化合物はそれに応じた物

性に変化し耐久性の向上や高効率化の指針と

なってきた(2)。 

本研究では、Perovskite 層の前駆体として

Pb(Ⅱ)-xanthate(Pb(XT))を用いた太陽電池の評

価とその物性について理解する。 

2. 実験装置及び方法 

Pb(XT)と CH3NH3Iを同一の N,N-Dimethylfor 

-mamide (DMF)溶媒中に各比率で溶解させた溶

液をメソポーラス酸化チタン(TiO2)基板上に塗

布後、スピンコート法で成膜した。成膜後、ホ

ットプレート上で熱処理した。本研究では、

Pb(XT)と CH3NH3I の比率とホットプレート上

でのアニール温度をパラメータとして物性の

評価を実施した。 

 物性評価は、それぞれ熱分解特性(TG-DTA),

結晶構造解析(XRD)、元素分布分析(XPS)、透過

型電子顕微鏡(TEM)を用いた。 

3. 実験結果及び考察 

図 1に各比率の Pb(XT)と CH3NH3Iで作製し

た Perovskite 結晶層の XRD の結果を示す。同

図から、14.5°ならびに 28.7°付近に Perovskite

結晶と考えられるピークがそれぞれ確認でき

た。また、硫化鉛(PbS)のピークも同一スペクト

ル上から確認することができた。 

従って、Pb(XT)と CH3NH3I で作製した

Perovskite 結晶層には Perovskite と PbS が混在

していることが確認できた。 
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図 1 XRD (Perovskite/TiO2/Glass) 
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